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　秋田県横手市の南東に位置する増田町は、秋田屈
指の豪雪地帯としても知られていますが、江戸時代か
ら物流の拠点として栄え、明治から大正にかけて県内
有数の商業地となりました。そして成功を収めた商人た
ちがこぞって建てたのが「内蔵（うちぐら）」です。“鞘”と
なる母屋で覆われた内部に建てられた豪華な土蔵のこ
とで、現在も40以上の内蔵が約400ｍほどが町の目抜
き通りである「中七日町通り」に集中して残されていま
す。外から見ただけでは、まさかその家の中に立派な
蔵が存在するとは思えません。豪雪地帯だからこそ発
展した雪国独特の文化だと言えます。

　内蔵をはじめとした歴史的建造物が多く残る増田の
町並みは、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定
されています。女優・吉永小百合さんが出演している
「大人の休日倶楽部」のコマーシャルの撮影舞台にも
なりました。白漆喰や黒漆喰磨き上げなど職人の技が
光る、雪国だからこそ育まれた文化を観に出かけてみ
てはいかがでしょうか。

　一般公開している伝統的な各家屋は、現在も所有者
の方が居住や店舗として利用されています。その為「有
料無料」や「常時公開」「予約公開」などは各家屋によ
って条件が異なります。詳しくは横手市のホームページ
に公開予定や見学料などが記載されていますので、そ
ちらをご参照ください。
http://www.city.yokote.lg.jp/

秋田・横手　奥ゆかしき商家の街並み・増田

秋田県横手市の南東に位置する増田町は、秋田屈指の豪雪地帯としても知られています。江戸時代から物流の拠点として
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現存する蔵のうちの何軒かを見学させていただきました。

一軒目は旧村田薬局。ここは江戸時代中頃から平成まで続いた増田で最古の薬舗。商店街に面した店舗入り口を入ると土
間になっており、昔懐かしい薬品箱や瓶、看板などが展示されているスペース。昭和30年頃調剤室も残されていました。気
さくなご夫婦が出迎えてくださり、展示品を一つ一つ丁寧に説明してくださいました。次に店舗の奥に案内されるとそこに重
厚な黒漆喰の土蔵の扉が現れ、家の中に蔵があることに驚かされます。さらに奥に進むと座敷蔵、味噌蔵の横を通り貫けて
一度外に出るとその先に外蔵もありました。薬局ということで薬品を貯蔵する地下室がある珍しい建物でした。

二件目は山吉肥料店
間口が狭く、奥行きが長い雪国家屋の特徴がよく分かる作りになっています。山吉肥料店は間口10.4m、奥行きは41.40m
で、間口から庭をこえて裏口までは100ｍ。店舗右側にある入口の暖簾をくぐると、奥の庭まで見通せる１本の長い「通り」が
あります。その通りを奥へ進むと分厚い扉を細工の細かい飾り格子で覆われた黒漆喰の立派な蔵が現れます。見上げると
蔵の屋根の更に上には母屋の屋根。何度も言いますが、ここが室内であることに改めて驚きます。こちらの蔵は住んでいら
っしゃる中山家だけが冠婚葬祭の時に使用する大切な空間として未公開となっています。増田町に現存する内蔵の中では
新しい蔵ですが、職人の技が凝縮された増田の蔵の集大成とも言える内蔵です。中の見学はできなくても、その重厚な存
在感の内蔵と繊細な細工の飾り格子（内鞘）を見るだけでも価値はあります。

【プラン１】鹿児島と西郷どんの軌跡をめぐる旅

１日目

08：00頃：羽田空港→10：00頃：鹿児島空港→犬飼の滝→和気神

社→霧島神社→えびの高原→16：00頃：霧島温泉着（泊）

２日目

09：00頃：旅館→知覧・武家屋敷・知覧特攻平和会館・開聞岳（車

窓）・枕崎＞→聞岳　JR最南端の駅・西大山駅→指宿（泊）

■指宿砂風呂体験

３日目

08：30時頃：旅館→午前：鹿児島市内観光（西郷隆盛生誕の地下

加冶屋町・維新ふるさと館・仙巌園・城山公園と西郷隆盛終焉の地

南洲洞窟）

午後：桜島→桷志田・黒酢工場→鹿児島空港

16：15頃：鹿児島空港→19：30頃：羽田空港

【プラン２】隠れキリシタンの里と
　　　　　　　　　　　　西郷隆盛の軌跡をめぐる旅

１日目

07：30頃：羽田発→09：30頃：長崎空港　坂本龍馬や勤王の志士の

活躍した長崎市内観光（グラバー邸、亀山社中、眼鏡橋、原爆資

料館など）→諫早水門→雲仙（泊）

２日目　　　　

09：00旅館→雲仙ロープウェイ→島原の乱の舞台となった原城址

→口之津港～（フェリーにて天草へ（約40分））～鬼池港→大江教

会→崎津教会→天草（泊）

３日目　

08：30頃：旅館発＞＞牛深港～（フェリー（約30分））～蔵之元港→

午後：鹿児島市内観光（西郷隆盛生誕の地下加冶屋町・維新ふる

さと館・仙巌園・城山公園と西郷隆盛終焉の地南洲洞窟）→

18：50頃：鹿児島空港→20：30頃：羽田空港

　西郷隆盛終焉の地
鹿児島県鹿児島市城山町
明治10(1877)年9月24日未明、城山を包囲した政府軍は一斉に砲撃を開始し、薩軍は、
敵陣目掛けて岩崎谷を駆け下り、最後の抵抗を示しました。西郷隆盛は腰と太ももに銃弾
を受け、この場所で別府晋介の介錯によって最後を遂げたと言われています。

維新ふるさと館
鹿児島市加治屋町23-1　TEL. 099-239-7700
幕末から明治にかけて活躍した人物を多く輩出した加治屋町に立地。代表する西郷隆盛
や大久保利通の人物についての展示のほか、幕末の様子がわかりやすく学べるシアター
なども充実。

仙巌園
万治元（1658）年、19代島津光久によって築かれた別邸です。錦江湾や桜島を庭園の景
観にとりいれた、雄大な景色が仙巌園の最大の魅力です。幕末の名君、28代島津斉彬が
こよなく愛し、徳川将軍家に嫁いだ篤姫も足を運びました。
また、南の玄関口といわれた薩摩の歴史・風土にふさわしく、中国文化の影響が色濃く見
られることが仙巌園の特色の１つです。 50,000平方メートルという広い敷地に、歴史、文化

西郷隆盛ってどんな人？
鹿児島城下の下加治屋町で生まれる。
藩士としては最下層の身分の生まれで
あったが、第１１代薩摩藩主・島津斉彬
に見出され出世を遂げる。藩命により京
都や江戸で活躍するが、斉彬の死後二
度の島流しを経験します。その後再び
歴史の表舞台に戻り、薩長同盟の成立
や戊辰戦争を主導する。明治政府内の
征韓論に敗れ、鹿児島に戻った後、日
本の歴史上最大にして最後の内戦・西
南戦争のリーダーとして、政府軍と戦い、
城山にて自刃しその生涯を終える。
鹿児島を代表する偉人の一人です。

西郷隆盛の剣術の腕前は？
幕末と言えば、当時の剣術ブームの影響もあ
り、後世に名を残す志士たちも所属流派の免
許皆伝であったなど剣豪としての資質につい
ても話題になります。例えば、坂本竜馬。彼
は桶町千葉道場で「北辰一刀流」を学び免許
皆伝、初代内閣総理大臣・伊藤博文や桂小
五郎は「神道無念流」、新選組一番隊組長・
沖田総司は天然理心流。では西郷隆盛はど
うだったのでしょうか？
彼は１３歳の時に暴漢に襲われ、その時に負
った怪我が原因で、右腕がまっすぐに伸びな
くなったそうです。その時、武の道を捨て、文
の道に生きることを決めたと言われています。

秋田・横手　奥ゆかしき商家の街並み・増田町2018年のＮＨＫ大河ドラマは『西郷どん』（読み方：セゴドン
）です。主人公は西郷隆盛。歴史に詳しくない方でも一度
は名前を聞いたことがあるのではないでしょうか。東京・上
野の高台に愛犬と共に銅像になっている、あの人です。幕
末・明治維新で活躍した薩摩藩士で、幕臣・勝海舟と話し
合い江戸城無血開城に導いたことは有名な話です。

その西郷隆盛が産まれ育ったのが薩摩藩、現在の鹿児島
県です。そして、彼の波乱の人生の終焉の地もまた鹿児
島です。維新の三傑の一人として後世に名を残した西郷
隆盛を巡る鹿児島周遊のモデルコースプランをご紹介致
します。

浴衣着と軍服、２つの西郷像
戊辰戦争で新政府軍を率いた西郷隆盛と
旧幕府軍の代表・勝海舟との話し合いで、
江戸は無血開城することになりますが、それ
に反発する旧幕府軍の一部が彰義隊として
上野・寛永寺を拠点に抗戦します。現在上
野公園の銅像がある辺りは西郷が軍勢を率
いて彰義隊に攻め込んだ場所だと言われて
います。銅像は、明治２１年「逆徒」の汚名
を解かれたことをきっかけに政府からの資金
と元薩摩藩士を中心として集められた寄付
金で建てられ、明治３１年除幕式が行われ
ました。西郷の没後２１年の出来事です。
除幕式の際、西郷の妻である糸さんが「宿
んしはこげんなお人じゃなかったこてえ（うちの主人はこんなお人じゃなかっ
たですよ）。」と言ったことで、銅像は実際の西郷さんとは別人だというような
話も広まっていますが、糸さんの言いたかったのは「主人は人前に出る時は
きちんと正装していて、浴衣着のような軽装ではなかった」という意味が強い
ようです。
昭和になり没後５０年を記念して故郷・鹿児島に建てられた西郷の銅像は、
陸軍大将の制服姿です。

西郷が愛した郷土料理
鹿児島の郷土料理である「とんこつ」が西郷隆盛
の大好物だったと言われています。「とんこつ」と
は骨付きの黒豚肉と黒砂糖、味噌、そして芋焼
酎を鍋にいれじっくり煮込んだ料理で、薩摩武
士達が戦場などで作ったのが始まりだと言われ
ています。豚肉の臭みを抜き、身をやわらかくす
る役目もある芋焼酎なしには生まれなかった鹿
児島の味でしょう。
その他、鹿児島の郷土料理といえば、その名の通り「さつまあげ」や鮮度が
良くないと食べられない「きびなごの刺身」などもありますね。代表銘柄だけ
でも１０４種にものぼる芋焼酎と共に楽しんでみてはいかがでしょうか。

仙巌園
万治元（1658）年、19代島津光久によって築
かれた別邸です。錦江湾や桜島を庭園の景
観にとりいれた、雄大な景色が仙巌園の最
大の魅力。幕末の名君、28代島津斉彬がこ
よなく愛し、徳川将軍家に嫁いだ篤姫も足を
運びました。

上：山吉肥料店の内蔵

　　職人の技が光る装飾　

左：増田町中七日町通りの町

歩きＭＡＰ

下：内蔵の中は見学できる施

設と入れない施設があります。

内蔵

鞘となる母屋

　エクアドルは南米大陸の西側に位置し、
北側国境をコロンビアに、南側をペルーと
接した、日本より一周り小さな国土の国で
す。国名の『エクアドル』がスペイン語で
「赤道」を意味するその名の通り、国土の
北寄りを赤道が横切っています。この小さ
な国土の中に海あり、山あり、ジャングルあ
りと様々な気候の地域があります。大きく４
つに分類でき、熱帯雨林地帯のオリエン
テ、海岸地帯のコスタ、山岳地帯のシエラ、
そして残る一つ、忘れてはいけないのが
多くの固有種が独自の進化を続けるガラ

パゴス諸島です。
　ガラパゴス諸島は大小多くの島と岩礁からなる諸島で、名前が
付いているだけでも１２３の島があります。どの大陸にも一度も接
した歴史がなく、大型の哺乳類など天敵になる動物も存在しな
いため、他では見る事のできない固有の進化を遂げた動植物の
宝庫となっています。イギリスの自然科学者チャールズ・ダーウィ
ンが提唱した進化論のきっかけとなったガラパゴス諸島はゾウガ
メ、フィンチ、イグアナを始めとした固有種が数多く生息する小動
物の楽園です。そして、あまり知られてはいませんが、本土のエ
クアドルも生物多様性世界一を誇る国となっています。冒頭で説

明しました通り、中央に5,000mを超えるアンデスの山々、アマゾ
ンの源流をなす西部、海抜0mの東部海岸地帯など、小さな国土
の中に様々な気候の特異性ある地域が存在することがその理由
です。
　また首都・キトは標高約三千メートルの高地にあり、スペインの
植民地時代の建物が残る旧市街の街並みがユネスコの世界遺
産に登録されています。当時を偲ばせる様々な建築様式の聖
堂や修道院が数多く残っています。中でも別名『黄金の聖堂』と
も呼ばれるラ・コンパニーア聖堂はエクアドルにおいて最高のバ
ロック建築と称される聖堂で、聖堂内部の全面を金箔で装飾さ
れた祭壇が最大の見どころとなっています。
　さらに、赤道が国土を通る国は１４ヶ国ありますが、その中でも
首都が赤道に一番近く、また赤道が通過する地点の標高が最も
高いのがエクアドルです。スペイン語で“地球の真ん中”を意味
するMitad del Mundo(ミタデルムンド)と名付けられた赤道通過地
点の赤道記念公園には赤道記念碑が建てられ、水の渦巻きが
南・北半球で逆回転する実験や釘の上に卵が乗る実験など、赤
道ならではの体験ができます。
　動植物の宝庫でありながら、歴史を感じる世界遺産の街並み、
そして赤道と見どころが満載の神秘の国・エクアドル。
地球の裏側の国、旅行費用は高めにはなりますが、それだけの
貴重な体験ができる国と言えるのではないでしょうか。

南米エクアドルの魅力南米エクアドルの魅力

■参考■　鹿児島を巡るモデルコース

鹿児島にある軍服の西郷隆盛像


